
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

   

  

 

 

令和７年１月３０日（木）発行  No. ２１ 文責 校長 合田 真晃 

 

 

 

 

 

 

１月１３日（月）の祝日に、今年度で第３４回目となる『とかち・ひだか児童版画コンクール』の表

彰式が行われました。愛国小学校では、今年度も全学年で版画に取り組み、全ての児童がコンクールに

出品していました。その結果、以下のようにたくさんの作品が入賞となりました。 
 
帯広市長賞：２名、十勝教育局長賞：２名、金賞：６名、銀賞：３名、銅賞：１名、佳作：１名 

また、優秀学校賞という大変素晴らしい賞までいただくことができました。 

☆           ☆          ☆ 

今年度の版画の取組の中で印象的だったのは、下絵描きの段階から始まり、彫りから刷りまで全ての

時間における子どもたちの極めて高い集中力です。これは、昨年度の版画コンクールにおいて、K・Yさ

んが３年生の時に作成した作品が全国で１番の賞である「文部科学大臣賞」を受賞したことと無関係で

はありません。というのは、学校に掲示されている K・Y さんの作品をはじめとした素晴らしい作品を

日頃から目にすることで、よい作品に対するイメージをもつことができたから、という点に加え、自分

たちの仲間が素晴らしい賞を受けたことにより、「頑張れば自分にもできるかも！」という意欲と目標が

でき、自分のもっている全ての力を出し切ろうとする姿勢につながったから、というのが大きな要因だ

と考えられます。実は、これこそが自分以外の友達と共に学ぶ“学校のよさ”だと言えますが、今後も

互いにいい刺激を与え合い、自分たちのもっている可能性をさらに伸ばし合っていくような関係を大切

にしながら教育活動を進めていきたいと、あらためて強く感じさせられました。 

今回の取組を通じて、愛国小学校にとっての版画は、今後に続く新たな伝統や文化に完全になったこ

とを感じます。また来年、今回の取組を生かしてさらに真剣に取り組む子どもたちの姿が見られること

が今から大変楽しみです。 

 

★今年度の入賞作品（紙面の都合上特別賞のみ）の紹介★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帯広市長賞             帯広市長賞              十勝教育局長賞    十勝教育局長賞 

６年 T・Tさん     ５年 N・Sさん        ４年 K・Sさん       ３年 M・Rさん  

 

子どもたちの作品は、今回のコンクールで入賞したかどうかにかかわらず、どれも大変な力作ばかり

です。学校の掲示板には全ての児童の作品が掲示されていますので、学校にお越しの際には、ぜひご覧

いただければ幸いです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 土 放課後子ども広場 

２ 日  

３ 月 職員会議  スケート（大正小） 

４ 火  

５ 水 
新入学児童体験入学（3校時） 

ＰＴＡ三役部長会議 

６ 木 
児童会⑪  ＡＬＴ   

スケート（大正小） 

７ 金 漢字検定（14:15～） ５時間授業日 

８ 土  

９ 日  

10 月 職員会議 

11 火 建国記念の日 

12 水 
一輪車検定   

ＰＴＡ総務部会 

13 木 
第 2回ノーメディアデー（～19日） 

翔陽中学校入学説明会 

14 金 第七中学校入学説明会 

15 土  

16 日  

17 月  

18 火  

19 水 

ナウマン号   

薬物乱用防止教室（3校時） 

市Ｐ連臨時総会 

20 木 ＰＴＡ役員会・部会 

21 金 クラブ⑤ 

22 土  

23 日 天皇誕生日 

24 月 振替休日 

25 火 クラブ⑥ 

26 水  

27 木 

給食費納入日  児童会選挙（3校時） 

図書ボラ（6年生による読み聞かせ） 

七中ファミリーサミット（15:30） 

28 金 参観日  ＡＬＴ 

 
 
 十勝の冬季スポーツの代名詞である、スピー

ドスケート。２０年ほど前までは、２学期中に

リンクが完成し、体育の授業も当たり前のよう

に行うことができていました。ところが、少し

ずつ完成の時期が遅くなり、最近では３学期が

始まる頃になってようやくリンクができあがる

といったことが続いています。そして今年…。

雪不足と気温の高さの影響から、ついに初めて

リンクを造成することができない年になってし

まいました。 

 そんな中、大正小学校のご厚意で、愛国小の

子どもたちが大正小のリンクを使わせてもらえ

ることになりました。大正小のＰＴＡのみなさ

んからは、「大歓迎です！むしろ使ってくれた

方が嬉しいぐらいですよ。」と温かい言葉をか

けていただき、２月になってからも２回のスケ

ート授業を行わせていただく予定です。 

大正小学校で今年度初めてスケートをしたと

きの子どもたちの様子を見ていると、スケート

を滑ることができる喜びが全身からあふれてい

て、今回の交流を兼ねたスケート授業ができて

本当によかったと感じています。今年度はいろ

いろな場面で交流を深めてきている両校なの

で、会ってすぐに笑顔で声を掛け合う場面も見

られ、一段と交流を深めることができたことは、

大変嬉しい出来事でした。また、大正小の外部

講師として指導に来ていた元全日本選手の方と

一緒に滑ることができたのも、素晴らしい経験

になったのではないかと思います。大正小学校

のみなさん、本当にありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帯広の冬の楽しみの一つである「氷まつり」。

会場には、今年も低学年の子どもたちが作成し

た氷のお面が展示されます。氷まつり期間中の

展示となりますので、お時 

間がありましたら、ぜひ会 

場にいらしてみてください。 

子どもたちがお面を作っ
ている様子を少しだけ撮
影してみました。 


